
中東の原油流通トラブルで安値修正
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル水準での保ち合いを経て、73ドル台まで切り返す展開になった。

供給過剰に対する警戒感から12月12日に67.71ドルまで値下がりしていたが、安値修正の動きが優勢に

なった。BPが紅海の石油タンカー運航を一時的に全面停止すると発表したことで、原油輸送のリスクに

対する警戒感が織り込まれた。ドル安圧力が強くなったこともポジティブ。アンゴラが石油輸出国機構

（OPEC）脱退を表明したことが週後半の原油相場を下押ししたが、クリスマス休暇前とあって大きく

値を崩すことはなかった。

BPは紅海で武装組織フーシ派の活動が活発化していることを受けて、紅海のタンカー運航を停止すると

発表した。これによって、紅海からスエズ運河を経由して地中海の向かうルートが使用できなくなり、

アフリカ南端の喜望峰沖のルールに切り替えることになる。原油輸送のコストや時間が増大することで、

欧州地区の原油供給が不安定化するリスクが警戒された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（12月15日時点）は、原油が前週比291万バレル増、ガ

ソリンが271万バレル増、石油精製品が149万バレル増となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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70ドル台前半で売買交錯、中東流通問題の買いは一巡か

2

【展望】

クリスマス休暇から年末に向けての期間であり、持高調整が

中心の展開になりやすい。中東の原油流通問題は越年する可

能性が高いが、あくまでも輸送ルートの切り替えに伴う一時

的な混乱状態であり、断続的に原油を押し上げるような動き

には発展しないだろう。一方、アンゴラのOPEC脱退の影響

は読みづらいが、直ちにアンゴラが大規模増産を行うリスク

が想定されている訳ではない。先行き不透明感が上値を圧迫

するが、値崩れを促すまでのインパクトは想定しづらい。

アンゴラは12月21日、OPECからの脱退を表明した。現行の

協調減産における生産割当枠に不満を強めており、OPEC加

盟の利益がないとしている。これによってアンゴラは自由に

生産量を変えることができるが、現実的には短期間で大規模

増産を行う能力はないとみられており、影響は軽微とみられ

る。問題は、これをきっかけに価格カルテルとしてのOPEC

の結束が緩む可能性があることだ。仮に協調減産体制に対す

る不満が表面化し、更に脱退を決めるような国が出てくると、

OPEC主導の需給管理体制が崩壊し、原油相場の水準が大き

く下振れするリスクが浮上する。今後の展開には注意が必要

な状況になろう。

一方、中東の原油流通問題は、イスラエルとハマスの戦闘状

態の行方に依存する。仮に年末に向けて停戦合意が実現する

と、フーシ派の攻撃も一服し、原油輸送も正常化に向かう可

能性がある。逆に石油タンカーに対する攻撃報告などあると、

地政学リスクのプレミアム加算で急伸する可能性がある。

年内の主要な経済イベントはほぼ終了しているが、ドル安傾

向が維持されると、値下りリスクは限定される可能性が高い。

為替市場の動向にも注目したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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